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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
全
国
防
災
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梁
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長
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促
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す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
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一
に
つ
い
て

橋
長
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
橋
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
条
に
掲
げ
る
道
路
の
一
部
を

り
よ
う

構
成
す
る
橋
梁
を
い
う
。
た
だ
し
、
横
断
歩
道
橋
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
現
在
、
全

国
で
十
五
万
七
千
四
百
四
十
二
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
同
日
時
点
に
お
い
て
建
設
か
ら
五
十
年
を
経
過
し
て
い
る
も
の
は
、

建
設
の
時
期
が
不
明
な
も
の
を
除
き
、
全
国
で
一
万
四
千
五
百
六
十
八
で
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
三
月
末
日
現
在
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
市
町
村

（
政
令
指
定
都
市
を
除
き
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
管
理
す
る
橋
長
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
橋
の
う
ち
点
検

を
実
施
し
た
も
の
の
割
合
は
、
都
道
府
県
等
が
管
理
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
約
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
町
村
が
管
理
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
約
七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
把
握
し
て
お
り
、
ま
た
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
た
も
の
の
割
合
は
、

都
道
府
県
等
が
管
理
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
約
九
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
町
村
が
管
理
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
約
二
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
と
把
握
し
て
い
る
。

一



な
お
、
こ
れ
ら
の
割
合
の
算
出
に
当
た
り
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
（
以
下
「
三
県
」
と
い
う
。
）
、
仙
台
市
並

び
に
三
県
内
の
市
町
村
が
管
理
す
る
道
路
橋
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
末
日
現
在
の
数
値
を
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
策
定
し
た
現
行
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
お
い
て
当
該
計
画
期
間
中
に
修
繕
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
橋
長
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
橋
の
う
ち
、
平
成
二
十
三
年
三
月
末
日
ま
で
に
修
繕
を
完
了
し
た
も
の
及
び

同
日
時
点
に
お
い
て
修
繕
を
実
施
中
の
も
の
の
合
計
の
割
合
は
、
都
道
府
県
等
が
管
理
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
約
十
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
市
町
村
が
管
理
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
約
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
把
握
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
割
合
の
算
出
に
当
た
り
、
三
県
、
仙
台
市
及
び
三
県
内
の
市
町
村
が
管
理
す
る
道
路
橋
の
数
値
に
つ
い

て
は
、
含
め
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
道
路
橋
の
点
検
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定
及
び
修
繕
に
つ

い
て
、
技
術
講
習
会
の
実
施
や
専
門
家
の
派
遣
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

個
々
の
道
路
橋
に
お
い
て
、
そ
の
構
造
や
周
辺
の
環
境
、
交
通
量
等
の
利
用
状
況
、
老
朽
化
の
状
況
が
様
々
で
あ
る
こ
と

二



か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

全
国
防
災
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
全
国
的
に
緊
急
に
実
施
す
る
必
要
性
が
高
く
、

即
効
性
の
あ
る
防
災
、
減
災
等
の
た
め
の
事
業
と
い
う
観
点
か
ら
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減
し
、
円
滑
か
つ
迅

速
な
応
急
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
道
路
橋
に
つ
い
て
は
耐
震
補
強
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
で
、
老
朽
化
す
る
道
路
橋
を
適
切
に
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、
定
期
的
な
点
検
に
基
づ
く
予
防
的
な
修
繕
等

を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
耐
震
補
強
を
実
施
す
る
道
路
橋
に
つ
い
て
修
繕
が
必
要
な
場
合
に
は
併
せ
て

修
繕
も
実
施
し
、
長
寿
命
化
に
資
す
る
よ
う
効
果
的
な
対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


